
事件 番号 資料名 年月日 文書群名 文書番号 法量（ﾀﾃ×ﾖｺcm）

1 嘉永三年水難絵図 年月日未詳 亀山家文書 58 87.0×189.0

2 嘉永三年戌六月 大水記録 嘉永4.3.18 難波家文書 22-1 24.2×30.0

3 大橋平右衛門宛徳田尚二書状 （嘉永3）.6.5 大橋紀寛家文書 別4-29-7 16.0×98.0

4 嘉永三年 御用書類留 嘉永3.1～ 大橋紀寛家文書 Ⅱ-1-A-8 15.0×74.0

5
異国船渡来之節出張之人数并武器類
下調伺帳

安政7.1～ 黒石村文書 90，92 12.3×62.7

6
大橋平蔵外２名宛宇津寛治左衛門書
状

年未詳.7.26 大橋紀寛家文書 別5-8-16 16.0×188.0

7 乍恐以口上書奉申上候 文久2.12 倉敷村小野家文書 115-3-1 24.5×28.7

8 以書付御届申上候 万延1.9.16 東大橋家文書 29-76-5 28.7×156.5

9 幽栖日記 九 元治2.1.1～5.21 大森家文書 6-2-8 25.3×30.0

10 文久二年 御用書類留 文久2.1～ 大橋紀寛家文書 Ⅱ-1-A-22 14.0×77.0

11 与兵衛庄屋役解任願 年月日未詳 東大橋家文書 29-84-1 24.0×187.8

12 与兵衛出勤差止願 （文久2） 東大橋家文書 29-34-2-10 24.5×33.0

13 日記（備中松山藩京都留守居役） 元治1.7 玉島米屋三宅家文書 ― 24.0×30.5

14 長防征伐に付廻状 子年（元治1）.9.19 東大橋家文書 15-22 25.0×31.2

15 大庄屋役日記（元治元年） 文久4.1.1～ 太田家文書 5-A-32 12.5×34.0

16 文久四年 御用書類留 文久4.1～ 大橋紀寛家文書 Ⅱ-1-A-21 14.0×72.0

17 乍恐以御書付御訴訟奉申上候 元治1.10 東大橋家文書 41-62-1-2 23.8×136.8

18 貼札写 （元治2）.1.9 東大橋家文書 15-6-2-1-6 24.5×28.5

19
長州浪士倉敷并浅尾ニテ乱妨之節日
記

慶応2 太田家文書 8-B-8 14.5×35.3

20 書上帳 慶応4.6 香西家文書 29 27.5×33.0

21 御進発御用并郡中用留 慶応2.2 難波家文書 5-1-7 25.2×29.0

22 大庄屋役日記（慶応二年） 慶応2.1.1～ 太田家文書 5-A-35 12.5×35.0

23
備前池田近江様御先手御人数御宿陣
中諸入用帳控

（慶応2） 太田家文書 3-H-2-9 14.5×72.2

24 小淞宛県璣書状 年未詳.4.12 林家資料 17-4-8 18.3×51.0

25 乍恐以書付御注進奉申上候 寅（慶応2）.5.14 玉島米屋三宅家文書 36-8-22 28.0×188.5

26 慶応二年 御用書類留 慶応2.1～ 大橋紀寛家文書 Ⅱ-1-A-23 14.5×74.0

27 備藩御鎮撫中諸入用割賦帳 慶応4 旧帯江村役場文書 50-1-67 14.0×68.0

28 芸備諸事件記 慶応4.1 玉島米屋三宅家文書 8-2-13 25.0×30.0

29 田中五一兵衛宛西尾和吉書状 （年未詳）.6.6 田中家文書 2-26-5-49 15.5×63.5

30 幕府代官交代・県令交替録 （明治5） 林家資料 1-28 23.2×27.0

31 御布令 明治3.11～ 林家資料 18-1 27.2×30.0

32 一郡組合諸用日記 明治5.1～ 難波家文書 5-51 12.2×31.0

33 氏神御神号之義ニ付村役人書上之写 未年（明治4）.8.5 倉敷村小野家文書 152-21 24.5×28.8

34 村社阿智神社書上写 明治7.12 倉敷村小野家文書 164-1-4 25.0×32.3

35 両親宛阿部哲夫書状 （明治10）4.10 阿部家文書 3-71-20-6 16.0×147.0

36 御扶助料御給与願 明治10.8.23 林家資料 3-48 24.2×29.5
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